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ⅠⅠ  各各会会計計予予算算規規模模  

平成２２年度予算編成は、新政権が目指す「地域主権」の確立に向けたスタートの年となりました。

本市においては、国の大きな政策転換の下、地域に必要なサービスを確実に提供できるよう、国の

「地方財政対策」を踏まえ、本市が緊急かつ積極的に取り組むべき政策課題について、機動性と柔

軟性をもって諸施策を講じる一方、「財政再建計画」に示した財政規律を遵守し、財政の持続可能性

を高めるなど、メリハリのある予算編成に努めたところです。 

また、景気後退が地域経済や市民生活に大きな影響を与えていることを踏まえ、平成 21 年度３月

補正予算（地域活性化推進事業）と切れ目のない連続的な施策の推進を図り、市民生活の安全・安

心を守るとともに、地域経済を支え地域の活力を回復させるべく対策を講じたところであります。 

このような結果、平成２２年度各会計の予算規模は、一般会計で２９５億９，０００万円となり、前年度

予算額と比較して３．８％増となりました。また、特別会計及び企業会計を加えた総額では、４６９億５４

１万円となり、前年度対比で０．８％の増となりました。 

各会計予算総括表 

 

平成22年度 平成21年度 増減額 増減率

 一　般　会　計 29,590,000 28,510,000 1,080,000 3.8

 特別会計・企業会計 17,315,410 18,010,726 ▲ 695,316 ▲ 3.9

国民健康保険事業 6,942,858 7,007,341 ▲ 64,483 ▲ 0.9

国民健康保険診療所 139,689 138,899 790 0.6

老人保健 498 5,964 ▲ 5,466 ▲ 91.6

後期高齢者医療 599,539 563,605 35,934 6.4

介護保険事業 3,705,875 3,493,865 212,010 6.1

介護サービス事業 79,240 79,584 ▲ 344 ▲ 0.4

個別排水処理施設整
備事業

36,543 33,975 2,568 7.6

土地取得 591 505 86 17.0

特定環境保全公共下
水道事業

161,079 158,799 2,280 1.4

簡易水道事業 - 537,035 皆減 -

水道事業 3,351,231 3,219,064 132,167 4.1

下水道事業 2,298,267 2,772,090 ▲ 473,823 ▲ 17.1

46,905,410 46,520,726 384,684 0.8

(単位：千円・％）

会　　計　　名

総　　　　額
 

 ※簡易水道事業は、平成２２年度より水道事業と統合します。 
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歳入款別表 （単位：千円、％）

平成22年度 構 成 比 平成21年度 構 成 比 増 減 増減率

1 市 税 7,819,129 26.4 7,995,049 28.0 ▲ 175,920 ▲ 2.2

2 地 方 譲 与 税 364,600 1.2 392,200 1.4 ▲ 27,600 ▲ 7.0

3 利 子 割 交 付 金 15,300 0.1 26,600 0.1 ▲ 11,300 ▲ 42.5

4 配 当 割 交 付 金 1,300 0.0 6,500 0.0 ▲ 5,200 ▲ 80.0

5 株式等譲渡所得割交付金 600 0.0 1,100 0.0 ▲ 500 ▲ 45.5

6 ゴ ルフ 場 利 用 税 交 付金 62,500 0.2 78,200 0.3 ▲ 15,700 ▲ 20.1

7 地 方 消 費 税 交 付 金 604,400 2.0 601,500 2.1 2,900 0.5

8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 69,000 0.2 65,300 0.2 3,700 5.7

9
国 有 提 供 施 設 等 所 在

市 町 村 助 成 交 付 金
3,800 0.0 4,100 0.0 ▲ 300 ▲ 7.3

10 地 方 特 例 交 付 金 105,100 0.4 78,900 0.3 26,200 33.2

11 地 方 交 付 税 7,280,000 24.6 6,800,000 23.9 480,000 7.1

内 普 通 交 付 税 6,480,000 21.9 6,080,000 21.4 400,000 6.6

訳 特 別 交 付 税 800,000 2.7 720,000 2.5 80,000 11.1

12
交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金

13,900 0.0 12,000 0.0 1,900 15.8

13 分 担 金 及 び 負 担 金 218,520 0.7 221,431 0.8 ▲ 2,911 ▲ 1.3

14 使 用 料 及 び 手 数 料 414,055 1.4 441,007 1.5 ▲ 26,952 ▲ 6.1

15 国 庫 支 出 金 2,672,774 9.0 1,756,827 6.2 915,947 52.1

16 道 支 出 金 1,374,131 4.6 1,047,674 3.7 326,457 31.2

17 財 産 収 入 88,438 0.3 88,207 0.3 231 0.3

18 寄 附 金 2,000 0.0 3,000 0.0 ▲ 1,000 ▲ 33.3

19 繰 入 金 26,089 0.1 14,122 0.0 11,967 84.7

20 繰 越 金 1,000 0.0 1,000 0.0 0 0.0

歳 入 項 目 （ 款 ）

ⅡⅡ  一一般般会会計計予予算算のの概概要要  

 

（１） 歳 入 

歳入の太宗をなす市税では、景気悪化に伴う個人・法人市民税の落ち込みなどにより、総額で前

年度比マイナス△２．２％を見込む一方、国の「地方財政対策」を受け、地方交付税では、前年度比

７．１％の増、臨時財政対策債を含めた交付税総額では前年度比８．０％の増を見込むなど、一般財

源総額では２．３％の増（約３億９，２６０万円増）となりました。また、市債は、前年度比０．７％の減とな

り、建設事業債は前年度と同程度の１０億円台に借入れをとどめるなど、財政規律の遵守にも努めた

ところであります。 
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歳入款別表　（つづき） （単位：千円、％）

平成22度 構 成 比 平成21年度 構 成 比 増 減 増減率

21諸 収 入 6,208,164 21.0 6,614,783 23.2 ▲ 406,619 ▲ 6.1

22市 債 2,245,200 7.6 2,260,500 7.9 ▲ 15,300 ▲ 0.7

建 設 事 業 債 等 1,095,200 3.7 1,036,400 3.6 58,800 5.7

臨 時 財 政 対 策 債 1,150,000 3.9 1,006,000 3.5 144,000 14.3

借 換 債 0 0.0 218,100 0.8 ▲ 218,100 0.0

29,590,000 100.0 28,510,000 100.0 1,080,000 3.8

歳 入 項 目 （ 款 ）

計

（２） 歳 出 

歳出については、「子ども手当」の新設や「児童センター」の建設、さらには社会保障関係経費の

増嵩により民生費で前年度比２６．０％の大幅な増となり、総額では前年度比 3．８％の増となりまし

た。 

款別歳出表 （単位：千円、％）

平成22年度 構 成 比 平成21年度 構 成 比 増 減 増減率

1 議 会 費 167,522 0.6 173,139 0.6 ▲ 5,617 ▲ 3.2

2 総 務 費 950,283 3.2 842,265 3.0 108,018 12.8

3 民 生 費 7,116,609 24.0 5,648,378 19.8 1,468,231 26.0

4 衛 生 費 1,876,646 6.3 1,856,474 6.5 20,172 1.1

5 労 働 費 62,628 0.2 11,171 0.0 51,457 460.6

6 農 林 水 産 業 費 374,912 1.3 320,808 1.1 54,104 16.9

7 商 工 費 224,052 0.8 221,681 0.8 2,371 1.1

8 土 木 費 2,432,628 8.2 2,450,642 8.6 ▲ 18,014 ▲ 0.7

9 消 防 費 1,198,201 4.0 1,110,381 3.9 87,820 7.9

10教 育 費 1,650,702 5.6 2,048,792 7.2 ▲ 398,090 ▲ 19.4

11諸 支 出 金 5,648,000 19.1 6,051,000 21.2 ▲ 403,000 ▲ 6.7

12公 債 費 3,613,809 12.2 3,638,739 12.8 ▲ 24,930 ▲ 0.7

13職 員 費 4,224,008 14.3 4,086,530 14.3 137,478 3.4

14予 備 費 50,000 0.2 50,000 0.2 0 0.0

29,590,000 100.0 28,510,000 100.0 1,080,000 3.8

歳 出 項 目 （ 款 ）

計
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ⅢⅢ  主主要要事事業業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■【新】厚田支所移転事業                                               45,000 千円 

災害に強い支所機能の確保と行政サービスの向上を図るため、厚田支所を厚田総合センター内に移転します。 

■【新】地上デジタルテレビ中継局整備事業補助金                                2,639 千円 

テレビ共同受信施設組合が行う地上デジタル化整備事業費の一部を補助します。 

（御料地テレビ組合・床丹テレビ組合 平成 23年７月、地上デジタル放送の完全移行） 

■石狩北部地区消防事務組合負担金 

・【新】高規格救急車整備事業（浜益支署）                                    25,018千円 

・【新】石狩消防庁舎耐震化事業（石狩消防署）                                 63,000 千円   

■【拡】住宅環境整備事業                                                3,800 千円 

・【拡】木造住宅耐震診断費補助金 300千円（上限30,000 円×10件） 

・【拡】木造住宅耐震改修費等補助金1,500 千円（上限 300,000円×5件） 

・【拡】高齢者等住宅改修費補助金 1,000千円（上限 200,000 円×5件） 

・【拡】住宅省エネルギー改修費補助金1,000 千円（上限 200,000 円×5件） 

■道路網の整備                                                      247,538千円 

  ・【継】樽川西５線道路整備事業（継続） L=150ｍ、W=18ｍ 

  ・【継】樽川平和団地道路整備事業（継続） L=1,090ｍ、W=6～14ｍ 

  ・【新】花畔本通道路整備事業（新規） L=290ｍ、W=18ｍ 

  ・【新】花川南６条通整備事業（新規）L=175ｍ、W=12ｍ 

  ・【新】花川南８号通整備事業（新規）L=185ｍ、W=12ｍ 

■河川の整備                                                        3,000 千円 

・【新】浜益区竜神川改修事業 

■【継】除排雪委託事業                                                 640,986 千円 

  道路交通や市民生活の安心安全を確保するため、除排雪事業の一層の充実に努めます。 

■【新】除排雪車輌購入事業                                               16,822千円 

１ 安全・安心・快適なまち 

＝＝平平成成２２２２年年度度重重点点施施策策＝＝  

１１  安安全全・・安安心心にによよるる質質のの高高いい生生活活づづくくりり  

２２  地地域域経経済済活活性性化化  

３３  環環境境・・快快適適・・持持続続可可能能なな満満足足度度のの高高いい地地域域づづ

くくりり  

４４  地地域域自自治治区区振振興興  

●主要事業は、右記に掲げる「平成２２年度重点施策」

を中心に、平成１９年度スタートした「第４期石狩市総合

計画」の５つの施策体系に沿って、平成２２年度予算に

盛り込んだ主要な事業をここに掲載しました。 

なお、掲載事業のうち、「新規事業」には【新】、「拡充

事業」には【拡】、「継続事業」には【継】と表示しました。
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  小型除雪車（歩道用ロータリー）を購入し、冬期間の道路環境の維持に努めます。 

■【新】廃棄物処理施設委託検討事業                                        2,620千円 

  今後のごみ処理の効率化と公共コスト負担の縮減を図るため、ごみ処理施設の包括的な運営管理委託につい

て検討します。 

■【継】札浜線運行費補助金                                              3,000千円 

地域住民唯一の公共交通機関を確保するため、北海道中央バス(株)に対し、札幌浜益線の運行欠損額の 1/2

（上限 300万円）を補助します。 

【【特特別別会会計計・・企企業業会会計計】】  

■個別排水処理施設整備事業 

 ・下水道未普及地域における生活排水を衛生的に処理するため、合併浄化槽を設置します。     7,360 千円 

（設置予定数 5基） 

■公共下水道整備事業  

・管渠整備事業（L=2,351ｍ）：樽川平和地区（汚水・雨水）、花川南地区（雨水） 等          214,137千円 

・処理場建設事業：茨戸・手稲水再生プラザ等の施設整備事業費の一部を負担します。       236,510 千円 

■上水道事業（会計統合）  

・厚田区、浜益区の簡易水道事業を水道事業に統合し、効率的な水道事業の経営を図ります。                   

■上水道整備事業 

・広域化促進地域上水道施設整備事業等                                   669,659 千円 

【配水整備費（L=5,170m）、新港中央配水場管理棟建設（RC造 2階建 延床面積 1,437 ㎡）】 

・石狩西部広域水道企業団出資金                                       445,882 千円 

 

 

 

■【新】救急医療情報キット配布事業（社会福祉協議会拠出金）                         2,310 千円 

市民の安全・安心を守るため、高齢者・障がい者世帯の冷蔵庫に救急時に必要な情報（かかりつけ医療機関・服

薬内容・持病など）を保管し、迅速かつ的確な救急活動に役立てます。 

（連携先 石狩市社会福祉協議会・石狩消防署） 

■【拡】住宅手当緊急特別措置事業                                          8,519 千円 

厳しい雇用情勢の中、離職者等の住宅対策を支援するため、一定期間、住宅手当を支給し住宅の確保や就労

支援を行います。 

■【新】健康づくり計画策定事業                                             228 千円 

市民の健康寿命の延伸を図るため、スポーツ・保健・医療・福祉・介護の連携のもと、地域住民が主体的に取り組

む総合的な計画を策定します。 

■【新】５歳児健康相談事業（母子保健対策事業）                                  218千円 

幼児期から学童期へかけての発達・養育環境などの早期な対応を行うため、就学２年度前の５歳児を対象に健

康相談を行うほか、保護者向け学習会を開催します。（連携事業 市内幼稚園・市内保育園・教育委員会） 

２ 健康でしあわせに暮らすまち 
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【H２２モデル事業 ２園及び「りんくる」で実施】 

■【継】妊婦健康診査事業                                               31,099 千円                                               

妊娠期を健康で安心して過ごしていただくため、健診費用を助成し経済的負担を軽減します。 

（妊婦健康診査費用 14回分を助成） 

■【継】女性のがん検診推進事業                                          12,865 千円                                               

女性特有の「乳がん・子宮頸がん」の早期発見・早期治療を行うため、節目年齢の方に無料クーポン券を交付し

ます。（乳がん 40 歳・45 歳・50 歳・55歳・60歳  子宮がん 20歳・25 歳・30 歳・35 歳・40 歳） 

■【新】精神保健福祉事業                                                 255千円                                               

全国的に増え続ける自殺者を減少させるため、自殺予防の啓発や企業への呼びかけを行います。また、相談者

の育成、医師会との連携を強化します。 

■【新】市民スポーツまつり10周年記念事業（石狩市体育協会拠出金）                     300千円                                               

子ども達の体力の増進とスポーツ振興を図るため、石狩市体育協会が行う「スポーツまつり」に対し拠出します。

（新たに小学校低学年の駅伝を実施） 

■【継】ウォーキング推進事業                                             1,574千円 

多くの市民が、楽しく無理なく日常生活の中で健康増進に繋がる運動の習慣化を図るため、誰でも気軽に取り組

めるウォーキングを推進します。 

■【拡】障がい者地域生活支援事業                                         82,467 千円 

障がい者の相談体制を充実させるため、本年1月に開設した「障がい者総合相談支援センター」に加え、地区相

談員を３名増員し、専門的な相談体制の確立を図ります。また、専任手話通訳体制を強化し、窓口業務や通訳

者派遣事業を推進します。 

■脳ドック・人間ドック事業（国民健康保険事業特別会計）                            9,633 千円                      

・【新】健康診査のより一層の充実を図るため、人間ドック検診を新たに実施します。（200 名）2,808 千円 

・【拡】循環器系疾患の予防及び早期発見、早期治療を目的とした脳ドック検診の受診人数を拡充します。 

（310 名→500名）6,825千円 

■【新】児童センター建設事業（こども・あいプラン）                               300,000 千円 

小学校区の総合的な放課後対策、また中高生の居場所づくりの拠点施設として、「仮称石狩市こども未来館」を

建設し、地域児童の健全育成を図ります。（太陽光・風力発電設置施設） 

【建設場所：花川北 7条 1丁目（市民図書館隣接） 鉄骨造平屋建 延床面積1,000 ㎡ 児童クラブ室・遊戯室・

科学工作室・学習コーナー・子育て室・創作活動室・はらっぱ広場】  

■【新】法人保育所建設費交付金                                          86,409 千円 

くるみ保育園（昭和 44年建設）の老朽化に伴い、施設建設及び運営主体を法人に移行し、保育環境や保育メニ

ューの拡充を図るため、保育所建設に要する費用の一部を交付します。 

（設置運営主体：民設民営  建設場所：八幡 1 丁目 433 番地 14、定員 60 名（入所年齢生後 8 週～）、開設時

期H23.4） 

（保育メニュー：延長保育、一時保育、障がい児保育、子育て支援センター併設） 

■【継】母子家庭自立支援給付事業（こども・あいプラン）                             7,764 千円 
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母子家庭等の就労を側面から支援するため、指定教育訓練講座を受講した者に対し、自立支援教育訓練給付

金を支給します。また、看護師、介護福祉士などの就労に有利な国家資格を取得する者に対し、高等技能訓練

促進費等を支給します。 

■【継】養育支援訪問事業（こども・あいプラン）                                   2,093千円 

赤ちゃん訪問事業等の実施により養育支援の必要性がある家庭に対して、家庭児童相談員や保健師等の積極

的なアプローチにより、養育に関する相談支援を行います。 

■【新】子ども手当支給事業                                            1,174,452千円 

次世代を担う子ども１人ひとりの育ちを社会全体で応援するため、中学校修了までの児童を対象に、月額 13,000

円を支給します。 

■【新】子ども参加プロジェクト事業（こども・あいプラン）                               321千円 

本市の「まちづくり」に子どもの視点を積極的に取り入れるため、（仮称）子ども委員会を設置し、施策の企画・検

討を行い、公開ディスカッションにおいて、市への提言などを行います。 

■【新】子どもの権利啓発プログラム事業（こども・あいプラン）                           651 千円 

子どもの守られる権利を保障するため、CAP プログラムを市内保育園・幼稚園の在籍年長児（約 500 名）を対象

に実施します。（連携事業 教育委員会 小学 3年生で実施） 

■【新】地域プレーリーダー事業（こども・あいプラン）                                170 千円 

平成 18 年度から実施した「町のはらっぱ事業」をリニューアルし、「子どもと遊びをつなぐ」プレーリーダーの養成

と活動の機会を支援します。 

■【拡】地域子育て支援拠点事業（こども・あいプラン）                              19,557 千円 

就学前の子どもと保護者の交流や相談等を行う子育て支援拠点として、保育所などで子育て支援センター事業

等を実施するほか、新たに花川南地区に子育てひろばを開設します。 

■【新】子育てカフェ整備事業（こども・あいプラン）                                 5,000 千円 

  アートウォーム内に親子が気軽に集えるカフェを整備し、親自身も運営や市民活動に参画できるきっかけづくり

に加え、子育て情報配信を行うための拠点整備を行います。 

 

 

■【新】青果物集出荷施設整備事業補助金（農業振興奨励補助金）                     50,000千円 

高収益野菜の振興と効率的な出荷体制の強化を図るため、「JA いしかり」が統合を行う新たな集出荷施設整備

費に対し、建設費の一部を補助します。 

■【継】土壌分析診断対策事業（農業振興奨励補助金）                              1,000 千円 

過剰な肥料の投入を抑制し、生産費の低減化を図るため、農業者団体に対して診断費用の一部を補助します。 

■【継】農・林道整備事業                                                        22,000 千円 

・基幹林道上発足線改良事業（改良工 Ｌ=274ｍ、Ｗ=4.0ｍ）【厚田区】 

・森林管理道毘砂別線開設事業（開設工 Ｌ=110ｍ、W=4.0m）【浜益区】 

■【新】サケ2次飼育施設建設事業補助金                                      3,505千円 

厚田川へ遡上するサケの回帰率を高めるため、飼育施設建設に伴う「石狩湾漁業協同組合」の負担に対し、そ

３ 元気で活力あるまち 
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の一部を補助します。 

■【継】民有林間伐促進特別対策事業                                         300 千円 

森林のCO2吸収機能を強化するため、市の間伐推進計画で定めた区域で間伐を行う森林所有者に対し補助金

を交付し、間伐の促進を図ります。 

■【拡】中小企業ステップアップ支援事業                                        851 千円 

道内最大級のビジネスイベントである“ビジネスＥＸＰＯ”や東京都大田区で開催される“おおた工業フェア”に市

内の企業が出展し、情報交換を通じて、新たなビジネスチャンスを得る機会を提供します。 

■【継】商工会議所経営改善普及事業交付金                                   33,950 千円 

中小企業者の技術力の向上と経営基盤の安定化を図るため、経営改善普及事業費の一部を交付します。 

【リフォームフェスタ事業 750 千円 年末年始大売出し事業 1,500千円外】 

■【継】中小企業緊急支援信用保証料補助事業                                 17,280 千円 

北海道中小企業総合振興資金のうち、市が指定する融資を受ける事業者に対し、信用保証協会保証料を補助

し、中小事業者の経営安定を支援します。（上限15万円） 

■【拡】いしかり雇用サポートセンター運営事業                                   1,439 千円 

就業支援の強化を図るため、現在商工会議所内に設置している「いしかり雇用サポートセンター」の相談態勢を

強化します。（相談日週 3日→週 5日、市役所内に移転） 

■【継】就業促進対策助成金                                                750千円 

就業機会の拡大を図るため、技能や資格を取得する離職者等に対し、取得費の一部を助成します。 

（限度額 5万円×15名） 

■【拡】雇用対策事業（緊急雇用創出推進事業）                                 32,132 千円 

・市有林枝打ち事業 7,176 千円 

・街路樹剪定事業6,515 千円 

・緑地樹木剪定事業 8,400千円 

・墓地台帳整備事業 800千円 

・地場産財調査事業 1,910千円 

・文化財整理事業3,622 千円 

・保育士加配事業3,709 千円 

■【拡】雇用対策事業（ふるさと雇用再生特別対策推進事業）                         19,251 千円 

・地産地消普及拡大事業 4,236 千円 

・観光関連商品開発普及推進事業 4,230 千円 

・増養殖事業技術養成実践事業4,239 千円 

・地場産品地域内流通促進事業6,546 千円 

■【新】重点分野雇用創造事業                                            50,310 千円 

重点分野（介護、医療、農林水産、環境、エネルギー、観光、地域社会雇用）の雇用対策・人材育成を進めま

す。 

■社団法人石狩市観光協会拠出金 
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・【継】観光圏整備促進事業                                             1,013千円 

札幌広域観光圏の形成により地域の魅力の発掘・発信を強化し、圏域内への周遊等を促し、魅力ある滞在観

光地を目指す「さっぽろ広域観光圏整備計画」に基づき、観光協会が主体となって実施する観光圏促進事業

に補助します。【モデルツアーの企画等】 

■企業誘致推進事業                                                  14,733 千円 

・【継】広域連携企業誘致推進事業（札幌市との連携事業）     

石狩市と札幌市がそれぞれ持つ立地優位性を活かし、首都圏でのビジネスフェアの合同出展を始め、両市長

によるトッププレゼンテーションなど本州企業の誘致活動を展開します。 

・【継】石狩湾新港地域貿易経済促進会負担金    

石狩湾新港地域の国際競争力の強化を目指し、日本海側港湾との連携アプローチをはじめ、北海道と結びつ

きの強い北東アジア（中国、韓国、ロシア極東）地域との戦略的な貿易経済の拡充を図ります。 

・【継】企業誘致推進事業（東京活動拠点経費） 

 企業立地促進条例の一部改正及びグリーンエナジーデータセンター立地促進条例の制定を受け、引き続き

「企業誘致室東京分室」を 12 月まで設置し、重点誘致対象の８業種を中心とした企業誘致に向け、積極的なア

プローチを展開します。 

 

 

 

■公園整備事業                                                       37,850 千円 

・【新】花川南かすみ公園整備事業 

■【拡】太陽光発電システム設置費補助金                                      2,400 千円 

  CO2の排出を抑制し太陽光の普及拡大を図るため、設置費用の一部を補助します。 

  （上限 12万円×20件＝2,400千円） 

■【新】庁舎太陽光発電システム導入事業                                     25,000 千円 

  CO2の排出を抑制するため、市役所庁舎（公用車車庫）に太陽光発電システムを設置します。 

  （10KW パネル面積 75㎡） 

■【新】ふるさと海辺フォーラムの開催（海浜植物保護センター事業）                       200千円 

  フォーラムを開催し海岸保全活動を一層促進するとともに、海浜環境の重要性・保全の必要性を地域から全国

に発信します。 

■【継】環境基本計画改定事業                                             1,995 千円 

「環境基本計画」は、合併による様々な社会的要因の変化、地球環境問題の顕在化などにより、昨年度から見直

しを行っています。平成22年度は、平成32年度までの計画期間中の施策等の改定を行い、目指すべき環境像

を確立します。 

■【継】みどりのリサイクル事業                                             4,800千円 

家庭から排出される“燃やせるごみ”のうち剪定枝葉等を拠点収集し、堆肥化事業により再資源化を図ります。 

【対象地域：花川南・北、花畔の一部、緑苑台、樽川   実施時期：5月から 11月延べ 10回】 

４ 豊かな自然を守り育て活かすまち 
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■【新】学力向上推進事業（教育プラン）                                       6,759千円 

学ぶ楽しさや喜びが実感できる学習活動を推進し、「確かな学力」を育む教育の推進を図るため、学力向上に向

けた取り組みとして、新たに「きめ細やかな学校支援モデル校」を選定し「エキスパートサポーター」の配置をしま

す。 

・エキスパートサポーター（教員免許を有する非常勤職員 ２名配置）事業 3,694千円【モデル校 双葉小学校】 

・学力向上サポーター事業（スーパーSAT の拡充）2,566 千円 

・SAT（学生・地域）事業 499千円 

■【新】体力・運動能力向上推進事業（教育プラン）                                3,896千円 

健康な体を育む教育活動の推進を図るため、スポーツが出来る機会の提供と外部指導者の活用を図ります。 

・ソフトボールの推進 小学校 170 千円、中学校 782千円 

・武道の授業に向けた環境整備 中学校 2,200 千円 

・外部指導者（スポーツ SAT）の活用 744千円 

※関連事業 地域プレーリーダー事業（こども・あいプラン）、小学生駅伝の拡大、学校遊具の整備 

■【新】学校図書館の充実（子どもの読書活動推進計画・図書館ビジョン・教育プラン）           4,840千円                    

子どもの自主的な読書活動の推進を図るため、司書設置や蔵書拡大など学校図書館を充実します。 

・学校図書館の充実 4,040 千円 

・学校巡回文庫の創設（市民図書館からの貸出） 800 千円 

■【新】子どもへの暴力防止プログラム事業（教育プラン）                             526 千円 

子どもの守られる権利を保障するため、CAPプログラムを市内小学校の３年生（約 570 名）を対象に実施します。 

（連携事業 こども室 保育園・幼稚園の在籍年長児で実施） 

■【継】小学校英語サポート事業                                            1,225 千円 

平成２３年度から完全実施される小学校５、６年生の外国語活動に向けて、１学級に年間10時間専門員を配置し、

教員の指導力の向上等を図ります。 

■【新】仮）教育支援センター事業 （教育プラン）                                32,530 千円 

困り感を持った児童生徒とその保護者の総合的な支援を図るため、仮）教育支援センターを設置します。また、

特別支援教育のより一層の充実強化を図るため、学校に配置する特別支援教育支援員を増員します。 

【教育支援センター 花川南５条２丁目207（旧花川南出張所）】【特別支援教育支援員 8名→11名】 

■【新】仮）学び交流センター整備事業（教育プラン）                               53,000 千円 

市民の生涯学習活動の促進を図るため、閉校後の紅葉山小学校の耐震補強と施設改修を行い、社会教育施設

にリニューアルします。（耐震工事 17,500 千円、改修工事等35,500 千円） 

■【継】情操教育プログラム （教育プラン）                                      715 千円 

子ども達に様々な芸術文化に親しむ機会を設け、素直に感動できる心（情操）を育みます。 

・おしゃべランド ：小学１年生対象 （音楽朗読劇の鑑賞、世界寺子屋運動の紹介） 

５ 心豊かに学びいきいきと活動するまち 
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・The music ：中学１年生対象 （ジャズ音楽の鑑賞・演奏体験） 

・あい風コンサート ：小規模小学校及び保護者・地域住民対象 （様々な楽器・ジャンルの生演奏の鑑賞・演奏

体験） 

■【継】市民図書館の充実（図書館ビジョン・教育プラン）                            14,101 千円 

図書の充実を図り、市民図書館の蔵書環境を強化します。 

・市民図書館の蔵書の更新 14,000千円 

・新聞記事検索データベースの導入、来館困難者向け宅配サービスの実施 101千円 

■【継】学校施設耐震化事業（教育プラン）                                      8,000 千円 

児童生徒の安心・安全な学校環境の整備、さらには災害時の避難所としての安全性の確保を図るため、厚田小

（屋体）、浜益小（屋体）の２校の耐震補強の実施設計を行います。（厚田小S51 浜益小 S52） 

■【新】スクールバス購入事業                                            24,259 千円 

遠距離通学における児童生徒の安全な送迎を確保するため、スクールバス（1台）を更新します。 

（現車輌 平成 5年式 走行距離約 47万 km） 

■【新】姉妹都市提携記念事業補助金                                        5,000千円 

中国・彭州市との姉妹都市提携 10 周年を記念し、文化交流等のイベントを通じて、相互理解と友好親善を深め

ます。 

 

 

 

 

■【新】森林環境保全整備等活動支援事業≪厚田区≫                             1,500千円 

厚田区内の森林保全活動を推進するため、あつたの森支援活動団体の「やまどり」に対し、活動初期経費の一

部を助成します。 

■【新】歴史文化振興支援事業≪厚田区≫                                     3,000千円 

歴史・文化の伝承を図るため、「あつた資料室リニューアル構想策定協議会」に対し、経費の一部を助成し、資料

室の展示リニューアルを行い、輩出の著名人を全道・全国にＰＲします。 

■【継】区民カレンダー製作事業≪浜益区≫                                     240 千円 

浜益区の各行事や暮らしに役立つ各種情報等を掲載した区民カレンダーを作製する実行委員会に対して、そ

の経費の一部を助成します。 

■【継】浜益“いっぺ、かだれや”林道ウォーク事業≪浜益区≫                           500千円                       

浜益区の林道を活用したウォーキング大会を開催し、新たな観光スポットの定着と森林資源の大切さや楽しさを

啓発します。 

■【拡】果樹振興施設整備事業≪浜益区≫                                     3,071 千円 

浜益区特産の“おうとう”の雨除けハウスを整備する果樹生産組合に対し補助（3/4）します。 

■【新】水稲育苗兼施設野菜ハウス整備事業≪浜益区≫                            6,924 千円 

浜益区の “水稲”や、水稲育苗期間後の“施設野菜”栽培に必要な「兼用ハウス」の整備に対し補助（3/4）しま

６ その他主な事業 

地域自治区振興事業 
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す。 

■【新】地域交流施設運営実証事業≪浜益区≫                                   636 千円 

浜益区の「旧適沢コミセン」を有効活用し、女性有志グループによる軽食・喫茶、特産物販売、配食サービスなど

の試験営業を行い、活力ある地域づくりを推進します。【開設期間6月～9月の週末及び祝祭日】 

  

【用語説明】 

注 1 地域自治区振興事業 

地域自治区の住民等による自主的かつ特色ある地域づくりを推進する地域協働推進事業のことで、当該事業費は厚田及び

浜益区の「地域づくり基金」の運用を図ることとしています。 

 

 

■【拡】協働事業提案制度                                                 535千円 

本制度は、市との協働によるまちづくりの活動を、市民が提案し、実現する機会をつくろうとするもので、平成 22

年度は新たに 7件の事業を実施します。 

 ・キノシュ木育里親運動＆千年の森付帯事業 385千円【企画経済部・建設水道部】 

 ・イクラ作り体験教室 【企画経済部】 

 ・地域支援サロン エルサ（高齢者とのふれあい） 【保健福祉部】 

 ・安心して遊べる公園に（花川北夕やけ公園）【建設水道部】 

 ・広告コーディネート事業 【財政部】 

 ・便利マップの作成 【企画経済部】 

 ・厚田公園の環境整備事業 150千円【企画経済部・建設水道部】 

 

 

■【継】土地開発公社経営健全化対策（土地開発公社経営健全化拠出金）                30,000千円 

土地開発公社の２０年後の解散を目指して、平成 20 年度にスタートした「土地開発公社経営健全化計画」に

基づき、現在の債務超過額約10億円の解消を図るため、土地開発公社に対し計画的に支援します。 

■【継】国民健康保険事業特別会計繰出金（赤字補填分等）                         130,000 千円 

国保経営健全化計画に基づき、本会計の累積赤字の段階的解消に向け、繰出しを行います。 

（累積赤字 平成 20年度末現在 約 11億 1,800 万円） 

 

 

厳しい経済・雇用状況、直面する円高・デフレ状況を踏まえ、政府の「明日の安心と成長のための緊急

経済対策」（平成 21 年 12 月 8 日閣議決定）を実施するための国の平成 21 年度補正予算（第 2 号）の成

立に伴い、本市においても、同対策と連動した緊急経済対策を迅速に実施します。 

本市の対策は、平成 22 年 3 月開催の第１回定例市議会に平成 21 年度補正予算（第 6 号）において、

地域活性化等に資するべく各種事業を前倒しで計上し、機動的に実施しようとするもので、「繰越明許費」

を設定し、事業の前倒しを行います。（H21～H22 への予算繰越事業） 

７ 平成２１年度緊急経済対策事業【繰越明許費】 

健全な行財政運営 

協働・連携のまちづくり 
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■【新】地域活性化推進事業（22 年度前倒事業）                           255,000千円 

国の平成 21 年度 2 次補正で措置された「地域活性化・きめ細やかな臨時交付金」（注 2）に速やかに対

応し、地域経済の回復と市民の安心・安全な暮らしの実現に向けて、次の「地域活性化推進事業」（16

事業）を実施します。 

 ①庁舎改修事業（屋上防水）22,000 千円 

 ②集会所・コミュニティセンター改修事業（市内集会所 2ヶ所、コミセン 3 ヶ所）11,100 千円 

 ③社会福祉施設改修事業（北児童館屋上防水）6,000 千円 

 ④浜益国保診療所改修事業（外壁等改修）3,600 千円 

 ⑤浜益保養センター改修事業（送湯ポンプ等）1,800千円 

 ⑥斎場改修事業（石狩斎場）1,000 千円 

 ⑦ごみ処理施設改修事業（電気集塵機）20,000千円 

 ⑧観光施設改修事業（厚田区観光案内所、浜益区海水浴場）12,200千円 

 ⑨道路等改修事業（橋りょう調査、道路補修、別狩中央線、高岡１号線、群別市街線外）110,100 千円 

⑩公園改修事業（彩林公園、浜益ふるさと公園、ヤウスバ運動公園）10,500千円 

 ⑪消防施設改修事業（厚田支署屋上防水）5,000 千円 

 ⑫消防施設耐震化事業（石狩消防署耐震化実施設計）5,500 千円 

 ⑬学校教育施設改修事業（市内小学校遊具、水洗化）18,400千円 

⑭緑苑台小学校増築事業（緑苑台小増改築実施設計）15,000千円 

⑮地域暖房設備改修事業（若葉小・紅葉山小・花川中・花川北中）12,000 千円 

 ⑯公民館改修事業（石狩市公民館）800千円 

 

【用語説明】 

注 2 地域活性化・きめ細やかな臨時交付金 

   地域活性等に資するきめ細かなインフラ整備などを進めるため、国の平成２１年度２次補正に計上された生活対策

関連経費において、地方自治体支援策として「地域活性化・きめ細やかな臨時交付金」（5,000 億円）が措置され、本

市における交付上限額 1 億 8,295 万 8 千円が交付される予定です。 
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ⅣⅣ  参参考考資資料料  
  

平平成成２２２２年年度度予予算算のの全全体体像像  
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石石狩狩市市のの財財政政状状況況  

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会保障費の推移
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市債の借入額と返済額（普通会計）
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借入額 返済額

（単位：百万円）

Ａ 構成比 Ｂ 構成比 （Ａ－Ｂ） 増減率

人件費 4,534 15.3% 4,351 15.3% 183 4.2%

物件費 3,273 11.1% 3,111 10.9% 162 5.2%

維持補修費 951 3.2% 932 3.3% 19 2.0%

扶助費 4,358 14.7% 3,303 11.6% 1,055 31.9%

補助費等 3,113 10.5% 2,951 10.4% 162 5.5%

一部事務組合 1,571 5.3% 1,491 5.2% 80 5.4%

その他 1,542 5.2% 1,460 5.1% 82 5.6%

公債費 3,614 12.2% 3,639 12.8% △25 △0.7%

積立金 10 0.0% 11 0.0% △1 △9.1%

投資・出資金・貸付金 6,406 21.6% 6,701 23.5% △295 △4.4%

繰出金 2,112 7.1% 2,197 7.7% △85 △3.9%

普通建設事業費 1,169 4.0% 1,264 4.4% △95 △7.5%

補助事業 743 2.5% 736 2.6% 7 1.0%

単独事業 426 1.4% 520 1.8% △94 △18.1%

道営事業負担金 0.0% 8 0.0% △8 △100.0%

予備費 50 0.2% 50 0.2% 0.0%

歳出合計 29,590 100.0% 28,510 100.0% 1,080 3.8%

性質別経費の状況（一般会計）

２２年度当初予算額 ２１年度当初予算額 増　　　　　　　　減区　　　　　　　分


